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月極域探査のための画像分光カメラALISの開発
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　日本とインドが共同で2023年度以降に打ち上げをめざして検討している月極域探査計画LUPEXにおい

て、我々は近赤外画像分光装置Advanced Lunar Imaging Spectrometer (ALIS)の搭載を提案し、2020年4月に

ローバ搭載候補機器として採択された。 

　ALISは、観測対象領域の岩石鉱物の同定や水氷の存在の確認・定量を行うことができる。 

　ALISは以下の6つのブロックに分かれている。撮像素子、分光光学系と電気回路を搭載したカメラ本

体：ALIS-C（Camera）、視野を仰角・方位角方向にシフトするための可動ミラー部：ALIS-M（Mirror）、永

久影での観測を可能にする光源：ALIS-L（Light）、ローバが月面にドリルで穴を掘る際にその排土を観察する

ために視野を穿孔部に向けるための固定ミラー：ALIS-R（Reflector）、排土観察時に排土を照明するための第

二光源：ALIS-L2（Light2）、ALISの分光データを較正するための標準拡散反射板：ALIS-D（Diffuse

reflector）である。 

　ALISの瞬時観測視野は、５ｍ先の月面に対して2ｍ ｘ 1ｃｍ　の細いライン状になっており、ラインの各画

素に、750nm～1650nmまでの連続スペクトルデータを取得する。1500nm付近に水氷の吸収帯があり、この

吸収帯を利用して、0.5wt%程度の微量氷を定量検出することを目指している。また、1400～1500nm付近の

吸収帯によるOH基の検出や、1000nm付近の吸収帯による造岩鉱物の同定も行う。 

　月面の永久影領域であっても、表面は微小隕石衝突によって氷を失っている可能性が高い。ALISは表面が１

００万年程度より新しい隕石衝突によってはがれているところに、地下の氷が昇華しきらずに露出していると

ころを発見できるのではないかと考えている。また、何らかの理由で水分子が地下から月面へ噴出している場

合にも、明るい崖などの背景からの透過光を利用すれば、水蒸気を検出できる可能性もある。さらに、同じ波

長領域で地表に分布する鉱物の同定も可能なので、地質調査もあわせて行うことができる。 

　発表では、ALISの設計の詳細や、運用の具体的なイメージを紹介する。 
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